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��は、PEEKコーティング�きFBGアレイFS70PKFの��=�について��します。
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K-FS70PKF
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2 センサの��

2.1 ��
�

��されている��
PEEKコーティング�きFBGアレイ

��とする��
����>のシート
��@A!
BCのHBK�
：1-RMS1 または 1-RMS1-SPRAY
ティシュー
BCのHBK�
：1-8402.0026
EFめ>� テープ
BCのHBK�
：1-KLEBEBAND
� !
BCされるサードパーティ�
：3M�のDP490
� !（ストレインリリーフ>、オプション）
BCのHBK�
：1-X60
���J
BCのHBK�
：1-ABM75、1-AK22
K�がLいピンセット
フォームテープ（オプション）
BC：TESA POWERBOND 5MX19MM
Qさなヘラ（オプション）
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2.2 ����の��
FS70PKFファイバを��けるTに、��U�Vの��をWXし、Yらにする
Z�があります。

�2.1 1-RMS-SPRAYを��して���に�	
をスプレーする

� ��[の\]を^_`にWXします。RMS1@A!とa�+をb>してください。

�2.2 ���パッドを��した��ポイントの���なクリーニング

� cにdじefに り!しg"#hでWXします。
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�2.3 �����の��を �!する

� ����>のシートをb>して、��ポイントとその\$の��を%くします。

�2.4  �!した"#�の$%

� RMS1とa�+パッドをb>して、%くなった���をもう�iWXします。

2.3 ����に�を�ける
��efを&jしてkFBGセンサのl�をmnします。FBGは2つのoいマーキングのq
rに'�されています。
センサのl�mめが��efをmnするので、stのステップはひずみセンサにとって
uに(�です。
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�2.5 FBG&#'め�のマーキング

��け��のマーキング�けには、ボールペンの)*(インクがないもの)が
yz`です。マーキングの+さは、��efに 10<cm です。
�に、g,efに+さ2<cmのマーキングラインを、����をq{に|いてください
(�2.6)。

�2.6 マーキングラインを*ける

マーキングが}~したら、����のクリーニングを^_`に-ってください (�2.7)。

��
��ポイントの+,-を.ぐため、/*01を234くたびに5しい���パッドを�
�してください。���パッドに67�が*8しなくなったら、�	プロセスは:;で
す。
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�2.7 /*01の<=げクリーニング

2.4 エポキシ��%でセンサを��

2.4.1 ��エリアの( （オプション）
.�えを/くするために、フォームテープをb>して� エリアの\りに�を��する
ことをお�めします（BCTESAパワーバンド）。

�2.8 フォームテープを��してABされたC8D（オプション）。

2.4.2 ��%の,#
� !（3M�のDP490をBC）を、マーキングクロスのqrにあるマーキン
グラインに�って�なくとも90 mmの+さで�0に*+します。�	ノズルは、*+q
に� �にUして�gに'�してください（�2.9）。
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�2.9 C8
をH�しているところ

� /ファイバができる
り�っgぐになるように�=でファイバを1く|っ�ります。
� マーキングラインで2される��efとマーキングの��に	わせて、

FBGセンサ��を'�します。
� *+された� !-にファイバを3h

�2.10 IJセンサKめLまれたファイバFS70PKFをNO
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� � テープ（BCポリイミドテープ1-KLEBEBAND）をb>して、� 4�の��で
ファイバを�nします（�2.10）。

�2.11 さらに、C8
のPQにRい01をC8テープでNO

� さらに2つの� テープを� エリアの��にg�5り�けます (�2.11)。

�2.12 SQがTいピンセットでIセンサファイバFS70PKFをVしWげる

� /ファイバをエポキシ� !に6かに�し�けて、ファイバを� !に}�に�め7
み、K�がLいピンセットをb>してファイバを��U�の��にできるだけ8づけ
ます（�2.12）。



FS70PKF
センサの��12

�2.13 エポキシC8
でセンサをXう

� �め7まれた/ファイバの-に、� !を*+して、}�にカバーします。)�の�
�を9ぐには、�	ノズルをファイバに8づけ、� �にUしてg,になるようにし
てb>します (�2.13)。

2.4.3 ��$の-/げ（オプション）
� �がある�	は、フォームテープをガイドとしてb>して、へらで� 4�をスワ
イプすることにより、� エリアの��をYらにできます。

�2.14 C8エリアのYZ!（オプション）。
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� へらの�っgぐな�を、� 4�の��でフォームテープに1く�し�け、センサの
q{にfかって�し�けます。

� ��した にある� !の-�をYらにするように、ゆっくりと�efにスワイプし
ます。

2.4.4 ��%%:
� !を�.させてから、��に:みます。� !は¡¢£i（20ºC[68ºF]での�.¤
;は40¤;）での�.に¤;がかかりますが、<£（65ºC[149ºF]での�.では2¤;）
では�.¤;を¥¦に=>できます。これは、Z�かつ§?な�	はいつでも、¤;を
=>するために¨を©えることができます。
� !のu�の@Aについては、� !の���をª«してください。

2.5 センサの;&
� ! DP490によって、¬­エリアをあるBi、��できますが、さらに、®�や
¯°`±²から��するために、その-からコーティングすることをCめます。
� センサ4�からフォームテープを�り³します。

�2.15 テープを/り[した\のC8]^
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�2.16 AK22でセンサを_`

� パテAK22で、センサの-��´をカバーし、��U�の��に�し�けてµ させ
ます。

� ABM75で、�´をDいます。

�2.17 ABM75による_`

2.6 <ファイバケーブルの'�と;&
FBGl�;のFS70PKFのファイバケーブルは、¶げ·¸が¹nºよりもQさくならないよ
うに»¼して'�してください。
FBG;のケーブル+が�nされているため+すぎる�	は、ケーブルの��をE-させ
たり、コイル½(¾2.18ª«)にします。
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�2.18 ケーブルがcすぎるdeは、その2fをコイルgにする。

��ポイント;のファイバケーブルを��するためのF¿でÀÁ`なeÂは、� !で
ファイバケーブルをDうことです。

�2.19 ファイバケーブルfhをエポキシC8
で_`（オプション）

� ケーブル-にエポキシGDコートを��（オプション）。
ファイバケーブルを、uに��するZ�がない�	は、センサ4�の8くでストレイン
リリーフを-うことをお�めします。
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�2.20 FS70PKFのファイバケーブルに�するストレインリリーフ

� センサ� 4�の8Ãで、ケーブルにHやかなループをÄたせ、<I�.� !（X
60� !など）をb>して、��U�の��に�nします。
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2.7 ケーブルの'�と;&
FS70PKFセンサは、ケーブル�きまたはケーブルなしでÅJできます。またÆなったK
Lのケーブルを¹nできます。

�2.21 ijケーブルターミナル

�2.22 アラミドケーブルターミナル

�2.23 mnケーブルターミナル
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センサケーブルは、�れtがったりしないよう7�してください。ケーブルの�nには
、プラスチック�のクランプをBCします。Èをstに2します (�2.24)。

�2.24 プラスチックoのクランプでNOしたケーブル

インテロゲータに�Mする+NO'"には、'P>のプラスチック�コルゲートチュー
ブなどをË>してください (�2.25)。

�2.25 コルゲートチューブにより_`したケーブル
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ケーブルでÌった+さの��は、コイル½にÍいて、QÎやÏ�のÐ�しない、RÑな
�ÒSの��にÓTし、ネットワークのÕÖ¤にË>できるようにすることをBCしま
す (¾2.26)。

�2.26 ケーブルでqったcさのfhとCrQsを_`するQst

スプライス����もしっかり�nするZ�があります。peekファイバとスプライス³
U;のスプライスインターフェースは、b>JØにÙ�のVいがあるためWÚです。こ
れは、3mmケーブル（アラミドまたはUÛGXタイプ）をb>する�	にuにÜてはま
ります。

�2.27 C8スプライス_`
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3 センサ��

3.1 ひずみ
ひずみセンサは、Þßをしないセンサです。センサとともにおàけするu�データーシ
ートには、センサのデーターが��され、これらは、ひずみの�YをßZに-う�`で
Ë>します。
ファイバブラッググレーティングひずみセンサの�	、£iのâ[をãむä+�hは、
�のåで�されます：�3.1

(�� �0)

�0
� k � ��Load � (TCS� CTE) � (T� T0)� � 10�6

�3.1 ひずみとuvのwxによる、FBGひずみセンサのycz{|

ここで、
� λ は、ひずみセンサで��されるブラッグä+で¿lはnm
� λ0 は、æ�[において、ひずみセンサが��するブラッグä+で¿lはnm
� k は、ひずみセンサのひずみçi(kファクタ)でè�é\
� εLoad は、��U�に©わる¯°`ひずみで¿lはμm/m
� TCS は、ひずみセンサの¨ひずみで¿lは(μm/m)/ºC
� CTE は、ひずみセンサを��ける��U�のJ�の¨]�êëで¿lは(μm/

m)/ºC
� T-T0 は、æ�[の£iから��[の£iまでの£i�h\で¿lは℃

()*Jをしない��
£i^ßがa�な�	は、�のようにひずみ�Yをì-できます： �3.2.

� �
(�� �0)

k � �0
� 106

�3.2 uv}~しない、ひずみ|の���

ここで、
� ε は、ひずみ��ºで¿lはμm/m
� λ は、ひずみセンサで��されるブラッグä+で¿lはnm
� λ0  は、æ�[において、ひずみセンサが��するブラッグä+で¿lはnm
� k は、ひずみセンサのひずみçi(kファクタ)でè�é\
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()センサをN+して()*Jする��
£iセンサをb>して^íする、ひずみ\は、μm/m
¿lで、その�Yは、£iセンサのîïが°C¿lの£iºであるため、¿_です。�
Yは�のとおりです：�3.3.

�Load �
(�� �0)

k � �0

� 106 � (TCS� CTE)(T� T0)

�3.3 uvセンサを��してuv}~する、ひずみ|の���

ここで、
� εLoad は、��U�に©わる¯°`ひずみで¿lはμm/m
� λ は、ひずみセンサで��されるブラッグä+で¿lはnm
� λ0  は、æ�[において、ひずみセンサが��するブラッグä+で¿lはnm
� k は、ひずみセンサのひずみçi(kファクタ)でè�é\
� TCS は、ひずみセンサの£iクロスçiで¿lは(μm/m)/ºC
� CTE  は、ひずみセンサを��ける`a´のJØの¨]�êëで¿lは(μm/m)/ºC
� T は、ひずみセンサを��けたÝbVの£i��ºで¿lは(μm/m)/ºC
� T0  は、æ�[にUする£iセンサの£i��ºで¿lは℃

¤;

£i（℃）
ひずみにUðするä+（nm）
^íñのひずみ\（μm/m）

æ�[

λ0

T0

�3.4 }~にuvセンサを��して、uv}~ひずみ|を��するときの���
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*J+センサをN+して()*Jする��
ひずみ��は、FBG（ファイバ・ブラッグ・グレーティング）テクノロジーをベースと
する、^í>センサをb>する�	においても、dõにßZな^íが§?です。^íの
:めeとしてË>できるものは、stのとおり、いくらかあります。
� Þß	��なしの£iセンサ
� d�のJ�-の、ひずみのない��に��けたひずみセンサ
� ひずみがなく、¨]�ö(CTE)が÷­のJ�-に��けたひずみセンサ
¾3.5に2すåにより、ひずみの�Yをì-できます。

�Load �
�� �0

k � �0

� 106 �
�Tc � �0

Tc

�0
Tc

(TCS� CTE)

TCF

�3.5 FBGをベースとする、}~�センサを��してuv}~する、ひずみ|の�
��

ここで、
� εLoad は、��U�に©わる¯°`ひずみで¿lはμm/m
� λ  は、ひずみセンサで��されるブラッグä+で¿lはnm
� λ0 は、æ�[にUして、ひずみセンサが��するブラッグä+で¿lはnm
� k は、ひずみセンサのひずみçi(kファクタ)でè�é\
� λTC   は、^í>センサで��されたブラッグä+で¿lはnm
� λ0TC  は、æ�[において、^í>センサの2すブラッグä+で¿lはnm
� TCS は、ひずみセンサの£iクロスçiで¿lは(μm/m)/ºC
� CTE  は、ひずみセンサを��ける`a´のJØの¨]�êëで ¿lは(μm/m)/ºC
� TCF は、^í>センサの£i^íêëで¿lは(μm/m)/ºC　
øÞßの£iセンサでは、センサのu�データーシートに、このëºが��されてい
ます。ひずみセンサがunのJ�に��けられている�	、¾3.6
に2すåにより、TCFをYîできます。

TCF � (5.7� k � CTETC)

�3.6 uv}~��を�める���
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¤;

^íñのひずみにUðするä+（nm）
ひずみにUðするä+（nm）
^íñのひずみ\ (μm/m)

λ0

λ0TC

�3.7 }~にFBGベースの}~�センサを��して、uv}~ひずみ|を��する
ときの���

�げモーメント	
を�
した��
�n�からcくOれたl�にあるセンサをb>して�nする�	、�nに「dù」がú
ûする§?�があります。これは、センサが��されている�n�と�nU�となるひ
ずみúûのqefの;にNOがあるためです。

�3.8 ��な���のz�によるひずみ

�3.9 ��な�げモーメントによるひずみ
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�3.10 ���の��と�げモーメントによるひずみ

これは、センサ¬îgÒと����;のNOが��ºにâ[する�	、または�nU�
がhcにiい�	、hcに(�になります。FS70PKFベア・ファイバブラッググレーテ
ィングgJj´のこのNOは0.35 mm (��3.11のh2).

�3.11 FS70PKFにおける、FBGから�m��までの��

ただし、G�nVのq{f(neutral axis)までのNO（h1）が÷­である�	は、センサ
から��されたüみは、ýþ�`��により����のüみにÖßできます：

�surface �
�� �0

k � �
�

h1

h2 � h1

� 106

�3.12 ひずみ��における�げ��}�

ここで、
� εsurface  は、����に©わる¯°`ひずみで¿lはμm/m
� λ は、ひずみセンサで��されるブラッグä+で¿lはnm
� λ0   は、æ�[にUして、ひずみセンサが��するブラッグä+で¿lはnm
� k は、ひずみセンサのゲージö(kファクタ)でè�éêë
� h1  ���からq{fまでのNOî¿lはmm
� h2  は���からFBGまでのNOで¿lはmm　(FS70PKFの�	は0.35 mm)
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